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【指摘事項①】
非常用ガスタービン発電機工認及び所内常設直流電源設備（３系統目）工認における設計方針を明確にすること。

項 目 ＧＴＧ工認 第３直流工認

耐
震

G
T
G
建
屋

地盤・
周辺斜面

・ＧＴＧ及び第３直流の荷重を考慮し、設置変更許可で地盤及び周辺斜面の
評価をしていることから、ＧＴＧ工認では、既許可から評価条件に変更が
ないことを確認し、49条（地盤)及び50条（地震）への適合性を確認する。

・ＧＴＧ建屋の49条及び50条への適合性は、GTG工認で確認済み。

地震
応答解析

・ＧＴＧ及び第３直流の荷重及び耐震設計方針(※1)を考慮し、ＧＴＧ建
屋の地震応答解析を行い、Ss及びSdによるFRSを作成する。
※1：50条(地震)及び72条(電源）による要求

・GTG建屋のＦＲＳは、ＧＴＧ工認で作成済み。

応力解析

・ＧＴＧ建屋の応力評価を行い、50条(地震）への適合性（Ｓｓ機能維持）を確
認する。

・ＧＴＧ工認のＧＴＧ建屋の応力評価により、50条への適合性確認済み。
・第72条(電源）第2項の要求として、第３直流の設備は耐震Ｓクラス相

当の設計とすることとしており、耐震Ｓクラスの間接支持構造物の設計
は、支持機能としてＳｓ機能維持であることから、50条への適合性に包
絡される。

機器
ＧＴＧ建屋の地震応答解析で求められたＦＲＳを用いて、GTGの機器の
耐震評価を実施する。

ＧＴＧ工認で求めたＧＴＧ建屋のＦＲＳを用いて、第３直流の機器の耐震
評価を実施する。

溢
水

溢水量
GTG及び第３直流からの溢水量を評価する。（評価の結果、考慮すべき
溢水源は無い）

ＧＴＧ工認で評価した溢水量を用いる。

溢水評価 評価した溢水量を用いて、GTGの溢水評価を実施する。 ＧＴＧ工認で評価した溢水量を用いて、第３直流の溢水評価を実施する。

火
災

区域・区画
ＧＴＧ建屋に、GTG及び第３直流の配置を踏まえて、相互に火災の影響
がないよう分離された火災区域（区画）を設定する。

ＧＴＧ工認で設定した火災区画を用いる。

発生防止
※相互影響はない。

GTG及びＧＴＧ建屋に対して以下の火災発生防止措置を行う。
・GTGに対して、潤滑油及び燃料油の漏えい及び拡大防止対策、不燃
性材料又は難燃性材料の使用等を設計する。

・ＧＴＧ建屋に対し、不燃性材料である建屋内装材の使用等を設計する。

第３直流に対して、以下の火災発生防止措置を行う。
・第３直流に対して、蓄電池室への排気ファンの設置、不燃性材料又
は難燃性材料の使用等を設計する。

感知・消火
※相互影響はない。

ＧＴＧを設置する火災区域（区画）の火災感知設備及び消火設備につい
て、52条（火災）に適合することを確認する。

第３直流を設置する火災区域（区画）の火災感知設備及び消火設備に
ついて52条（火災）に適合することを確認する。

ＧＴＧ及び第３直流は、工事計画認可申請を同時に実施している。ともにＧＴＧ建屋内に設置するため、建屋
の耐震設計、溢水防護及び火災防護の観点で、工認における設計方針を下表のとおりとすることにより、各々の
工認で確認される技術基準への適合性に相互影響がないようにしている。


